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Ⅰ 当期の業績 

（１） 損益計算書 （単位：千円、千円未満は切り捨てて表示しております） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

・特別損失 9,743 千円は、沼田店の建て替えに伴う、旧館建物等の固定資産除却損です。 

 

 

（２） 貸借対照表 （単位：千円、千円未満は切り捨てて表示しております） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・長期借入金のうち 1 年以内の返済予定額 269,238 千円は、他の固定負債ではなく、流動負債に含めております。
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 (３) 株主資本等変動計算書（2019 年 7 月 1 日～12 月 31 日、単位：千円、千円未満は切り捨てて表示） 

株主資本 

資本剰余金 利益剰余金 

その他 

利益剰余金 
項目 

資本金 
資本準備金 

その他 

資本剰余金 
繰越利益剰余金 

自己株式 
株主資本 

合計 

純資産 

合計 

2019 年 6 月 30 日残高 100,000 68,916 41,710 301,214 ▲56,798 455,043 455,043 

第 1 四半期中の変動額       配当金    ▲8,383  ▲8,383 ▲8,383 

四半期純利益    +94,490  +94,490 +94,490 

 第 1 四半期中の変動額の合計    +86,107  +86,107 +86,107 

2019 年 9 月 30 日残高 100,000 68,916 41,710 387,322 ▲56,798 541,150 541,150 

第 2 四半期中の変動額    四半期純利益  ▲13,866  ▲13,866 ▲13,866 

第 2 四半期中の変動額の合計  ▲13,866  ▲13,866 ▲13,866 

2019 年 12 月 31 日残高 100,000 68,916 41,710 373,456 ▲56,798 527,284 527,284 

 (４) 貸借対照表および損益計算書の作成の基本となる事項  

四半期の貸借対照表および損益計算書の作成の基礎としている会計処理の原則および手続は、下記事項を除き正規の決算におい

て採用している基準と同一のものを適用しております。正規の決算において採用している重要な会計方針等は「第25期事業報告

書 注記表 Ⅰ.重要な会計方針に係る事項に関する注記」をご参照ください。事業年度の貸借対照表および損益計算書の作成の

ために採用している会計処理の原則および手続きと異なる会計処理の基準は次のとおりです。 

 

●固定資産の減価償却の方法 各四半期の減価償却費は年間償却見積額の4分の1相当額を計上しています。 

●経過勘定項目  未収収益、未払費用等の経過勘定項目のうち、重要性の低い項目は、資産および負債に計上せ

ず期間収益または期間費用として処理しています。 

●税金の計上基準  法人税､住民税および事業税の前期税負担率（税効果会計適用後の税額／税引前純損益）を、各

四半期の税引前純損益に乗じて計上しています。 

●消費税等の会計処理  仮払消費税等および仮受消費税等は、相殺のうえ、差額を流動資産または流動負債として計上

しています。 

なお、当該四半期の貸借対照表、損益計算書および株主資本等変動計算書については、監査法人の監査を受けておりません。 

 

 

 (５) 重要な会計方針  

1.固定資産の減価償却の方法 

（1）有形固定資産  定額法を採用しています。なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

   建物:17～18 年､構築物:15～20 年､車両運搬具:4～6 年､工具器具備品:3～8 年 

（2）無形固定資産  定額法を採用しています。なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能

期間（５年）に基づく定額法を採用しています。 

（3）長期前払費用  定額法を採用しています。 

2.消費税等の会計処理  消費税等の会計処理は、税抜方式によっています。 

3.リース取引の処理方法  所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る会計処理によって

います。 

なお、リース取引会計基準の改正適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、引き続き通常の賃貸借取引に係る会計処理によっています。 

4.法人税・住民税  前期の税負担率（税効果会計適用後の税額／税引前純損益）を、各四半期の税引前純損益に乗

じて計上しています。 
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Ⅱ 第 26 期（2019 年 7 月 1 日～12 月 31 日）の業績の概況 

 部門別内訳  （単位：千円、千円未満は切り捨てて表示しております）  

(※1)「前橋南店」「軽井沢店」の売上高は、運営受託店のため、宿泊営業売上ではなく運営受託料売上です。 
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 売上高・経常損益（全社合計、出店時期別）の推移  （2019 年 7 月 1 日～12 月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期の売上高は 1,136,537→1,177,209 千円と前年同期をわずかながら上回りましたが、経常損益は客室稼働率の減少により 

183,526→147,595 千円と前年同期を下回りました。 
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 客室稼働率（全店通算、構成内訳別）の推移  （2019 年 7 月 1 日～12 月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

上半期の客室稼働率は、台風の影響などにより、73.8→71.1％と、前年同期を下回りました。 

 

Ⅲ 第 26 期の売上高および利益の予測について 
（単位：千円、千円未満は切り捨てて表示しております） 

 

Ⅳ 資金および借入金の状況 

 （１） 現金および預金の増減 （単位：千円、千円未満は切り捨て） 

期 

 科目 

第 25 期第 2 四半期 

2018.10.1～12.31 

第 25 期第 3 四半期 

2019.1.1～3.31 

第 25 期第 4 四半期 

2019.4.1～6.30 

第 26 期第 1 四半期 

2019.7.1～9.30 

第 26 期第 2 四半期 

2019.10.1～12.31 

現金および預金の増減額 ＋113,309 ▲155,717 ▲24,909 ＋75,134 ▲53,403 

現金および預金の四半期首残高 276,267 389,576 233,859 208,950 284,084 

現金および預金の四半期末残高 389,576 233,859 208,950 284,084 230,681 

 （２）短期借入金の増減 （単位：千円、千円未満は切り捨て）1 年以内返済予定額は短期借入金として表示しております。 

期 

 科目 

第 25 期第 2 四半期 

2018.10.1～12.31 

第 25 期第 3 四半期 

2019.1.1～3.31 

第 25 期第 4 四半期 

2019.4.1～6.30 

第 26 期第 1 四半期 

2019.7.1～9.30 

第 26 期第 2 四半期 

2019.10.1～12.31 

短期借入金の増減額 ＋34,116 ▲7,464 ＋43,719 ▲39,977 ＋62,148 

短期借入金の四半期首残高 236,696 270,812 263,348 307,067 267,090 

短期借入金の四半期末残高 270,812 263,348 307,067 267,090 329,238 

借入金の増加は、きらぼし銀行からの借入(50,000 千円、10 月実行)、三井住友銀行、商工組合中央金庫、東日本銀行からの当座貸越の借

入(各 20,000 千円、いずれも 12 月実行)と、約定返済の差額によるものです。 

 （３）長期借入金の増減 （単位：千円、千円未満は切り捨て）1年以内返済予定額は短期借入金として表示しております。 

期 

 科目 

第 25 期第 2 四半期 

2018.10.1～12.31 

第 25 期第 3 四半期 

2019.1.1～3.31 

第 25 期第 4 四半期 

2019.4.1～6.30 

第 26 期第 1 四半期 

2019.7.1～9.30 

第 26 期第 2 四半期 

2019.10.1～12.31 

長期借入金の増減額 ＋86,175 ▲63,874 ▲61,355 ＋23,621 ▲21,800 

長期借入金の四半期首残高 522,267 608,442 544,568 483,213 506,834 

長期借入金の四半期末残高 608,442 544,568 483,213 506,834 485,034 

借入金の減少は、きらぼし銀行からの借入(50,000 千円、10 月実行)と、約定返済の差額によるものです。 

 （４） 投資その他の資産の内訳  第 26 期第 2 四半期末（2019 年 12 月 31 日）時点（千円未満は切り捨てて表示） 

 165,756 千円 ･･･ 借上直営店における差入れ保証金（契約満了時返済） 

 83 千円 ･･･ 借地直営店における借地権利金（20 年均等償却） 

 19,816 千円 ･･･ 保険料積立金 

 19,654 千円 ･･･ 繰延税金資産 

     1,210 千円 ･･･ 取引信用金庫などへの出資金 

     18 千円 ･･･ リサイクル預託金 

 合計 206,538 千円 

 

期別 
 

科目 

第 23 期 通期実績 
2016.7.1～2017.6.30 

第 24 期 通期実績 
2017.7.1～2018.6.30 

第 25 期 通期実績 
2018.7.1～2019.6.30 

第 26 期 通期予想 
2019.7.1～2020.6.30 

売上高 1,686,621 1,906,254 2,077,044 2,200,000 

経常損益 75,966 129,067 149,768 170,000 

当期純損益 44,029 63,865 87,593 100,000 
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Ⅴ 今後の事業展開と出店計画について 
 

 「宮崎店」がオープンしました  

12月13日にオープンしました。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

「宮崎店」 

 「沼田店」の建て替えが完了しました  
昨年9月から2階建て部分の解体と平屋への建て替え工事により6室のみの営業となっていましたが、工事が完了し、12月20
日から平屋14室の店舗としてリニューアルオープンしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「沼田店」 
 

 「高知店」のオープン日が決まりました  

「高知店」のオープン予定日は3月13日に決まりました。すでにご予約の申し込みを受け付けています。 

 「長門店」「神戸須磨店」「長者原SA店」「名阪長島店」の出店が決まりました  

高速道路内4番目の店舗となる「長者原SA店」（東北自動車道・長者原SA上り側）はGW前、「長門店」と「神戸須磨店」は

6月下旬、「名阪長島店」は7月にオープンの予定です。 

 店舗の大規模補修や模様替えを継続  

冬季の突然の故障を避けるため、11月に「木更津金田店」と「前橋南店」のエアコンをすべて交換しました。 

 既存３店舗に非常用発電機を設置しました  

「韮崎店」「土岐店」「静岡牧之原店」は1月下旬に設置が完了し、「東京新木場店」は春頃に設置の予定です。なお、引き続

き、他の既存店についても順次、設置を進めていく予定です。 

 2月上旬に新聞広告を掲載し、「会社説明会」への参加者を募集します  

本社スタッフの増員を図るため、2017年11月から毎月1回のペースで会社説明会を開催してきましたが、今年もまずは2月

21日（金）と2月22日（土）に開催します。ついては、広く参加者を募集するため、2月5日に日本経済新聞（東京本社版）

夕刊に全面広告を掲載する予定です。 

 店舗パソコンのシンクライアントへの置き換え完了  

故障リスクの低減、管理の一元化などを目的に、昨年1月より店舗パソコンのシンクライアント（記憶装置を持たない仮想

端末）への置き換えを進めていましたが、昨年末までに全店舗完了しました。 

 

以上 


